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「はんこと 花子の底辺の笑い」みぎわ パン 


山田花子と私の会話は、たいてい3コ 
マ漫 1 T でカタがつく。キヤッチボールに 
ならないの だ。 

私が何か言って、それに対して山田花 
子が私をくやしがらせるような ことを 言 
つて、まんまとくやしがる私。で、はに 
かむようなくやしいような、ヘンな笑い 
が込み上げておしまい。 

おもいでを語るネタ としち や、このパ 
ターンの小間切れでムリがある。 

ここに、ミミヨち やんが 加わると 16 コ 
マはもつ。ミミヨちやんは、うまい。 

山田花子が、珍しくしつこく話しかけ 
てきたことがあつた。 

山田「ね一、いまガロでしか描いてない 
よね 。.1 

私「うん。でもィラストは少しやつと る0」 
山田「どこでやつて る」 

ft 「.えつと . *んつと . J 

山田「バイトとかしないの？じ や、漫 
画だけ？」 

私「う…うん。安い物食ってるから。」 
仕事がないのを指摘されたのかと思つ 


てムカついた。山田花子は、例の小さな 
吉でもつて-もうず一つと？ I と力「ふ 
しぎイ— J とか言い続けていた。私は 
くやしいのを通りこしてイライラした。 

あとで判ったけど、山田花子、バイト 
をしないで済む方法を知りたかったんだ 
ょな一。バイト先や社会は山田花子にと 
って、やっぱしォッソロシイ所だったん 
だろうね。私の こと もさぞやオツソロシ 
イかろ一ね一。 

山田花 子、 いい漫画はちや〜んと大好 
きで、_通とは見受けられんのに、ち 
や〜 んといろいろ知つていた。 

山田「某さんつて、も一ほとんど^ H - 
なんだって。」 

私「ぇっ!?あ〜あ、やっぱし一。ガッ 
クリきちやうな。夢を壊すなあ。描 
いてくれんと、こつちは生きがいな 
^なる ょ/」 

山田「チョット。しっかりし^ • きやだめ 
f 」 

山田 • -笑- 

山田 花 子つて、こうやつて 時 どき"そ 


つくりそのまま返してやりたいような言 
葉"を吐く。わざとお姉さんぶって、窘 
めるみたいにして笑わせる。その笑いは 
さつきの、 はにかむ ようなくやしいよう 
な、もどかしい 種類のものだ。 「くよくよ 
しちやだめよ」「しつかりしなきや」と 
か。わざとなの。ワザと。 

山田花子は、社会の仕掛けが解ってた。 
たぶん、漫画に出てきた"世界の罠々っ 
てやつだと思う。 

それで、わざとお姉さんぶったり先生 
ぶつたりしてくやしがらせてみて、いま 
いちど会話の中で同じコト味わって互い 
に笑う。漫画にも、くやしい状態がしょ 
つちゆう出てきて私を笑らかす0 

もう、_が発表されないかと思うと 
ガックリくる。しかし、よく描いてくれ 
て、ありがとう0 

並日通、社会の SC はかり描いてると読む 
側も描く側も疲れる から、 新しい方向性 
みつけるんだけど、山田花子つたら最後 
まで描き続けてくれた。八 rJM んでも、何 
度読んでも「こりや狂うわ」つて、敬意 


をはら，フ。 

山田花子と、やきとりを食べた。遊園 
地にも行った。 アフリカ 館は二度もはい 
ったね。テレビ出演の応援にも行った。 
これからも一緒に遊ぶ蓮れまわす)気 
でいたら、ガツ ーンと 一発してやられた。 

期侍して、人生に助平になってると、 
ガッ I ンて一発夢を壊されて、恥ずかし 
い状態に陥つてしまう。 

"信じるものは救われない"山田花子の 
漫画とおんなじパターンだ。あ一、くや 
しぃ。 

一般が描けなかったことを描いたのだ 
から、正しいのだ。正しい：^一豕と知り合 
ぇて、私は運がいい。関わることができ 
た。しあわせだ。また会ぇる。 

山田花子//:また会おう。八^!こそ、 
少しくらいは傷つけあつて、ちんちんま 
んまん見せ合って、つき合おう/サバ 
ラ//: 
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熱海に行った時、彼女は珍しく饒 
舌で、大川興業のコントの話や、学 
生の頃の話、デビュ—の頃の「キチ 
ガィみたいに細かい線ひいてた」話 
などしてくれた。「今は随分マトモ。」 
と 言って、へへ っと 笑った。 

秘宝館のポルノ映画コ—ナ I で、 
「なんだか(自分が)玩具にされて 
るみたい」と囁かれ、ヒゲ面の親父 
化して 見ていた自分は、消え入りそ 
ぅに"ごめんごめん"と思った。 

海底温泉では、私だけ恥ずかしが 
ってて馬鹿みたいだった。 

誕生日のプレゼントをもらった時、 
「わ I っれしい—」といつ てから、 

シマツた と 思った。 

ばんこちやん達と遊園地に行った。 
その次に会った時「こないだの写直ハ 
もらつた？」と聞くと「心霊写真、 
、つつつ てなかつたね」と即答され、 

マイツた。 

フアンキ—トマトという TV 番組 
で限本敬さんがやってた〃特殊漫画 


教室"に出演しませんか、と誘った 
時の返事は図のとおり。手強かった。 

テクノバ—ティーに誘った時は「ミ 
ミヨち やんが行くんだったら私も行 
く〜£>」という FAX が送られてき 
た。可愛いかった。 

私がムクムクの服を着てた時は、 
目を輝かせて「かわいい一」(洋服が 
ね)と、動物系への弱みを露わにし 
ていた。子供のようだった。 

年末の或るィベントで、彼女はコ 
ン トを 演った。|人六役。家族 コン 
卜。 大学ノ— 卜に びつしりと書かれ 
た 台本を たまに 確認しながら、小物 
と声色で役を演じわける。エプロン 
を着けてお母さん、「おはよう」眼鏡 
をかけてタマミ、「おはよう」ちやん 
ちやん こを 着てお婆ちやん「どうし 
たんだい」ひげシ—ルをつけてお父 
さん「おい、何やってんだ」…軽快 
な コン トの よう だが、全然軽快では 
なぃ。 

|切は山田花子時空でゆるゆると 
流れる。10分… 20 分…30分…静まり 
かえる客を前に、彼女はコント"そ 
の|3"まで演り終えた。格好よかっ 
た。最高に孤高だった。(ひげシ—ル 
をつけた時は I 寸恥ずかしそうだつ 
たけど。) 

記憶の羅列しか出来ない。 

無念です。-<!口掌。 




